
平成 2９年 2 月度活動報告 

１．総括 

   寒さが厳しかった２月も皆様方から叱咤激励を頂き活動させて頂きました。誠に有難うございます。

個人的な事でございますが、2 月 22 日を持ちまして当選後約 2 年間所属しておりました会派でありま

す「政志会」を脱退し、新会派「同志会」を４名で結成致しました。新会派結成には様々な理由がござ

いますが、個人的により敦賀市政の改善に力を入れられる前向きな変化であり引続き全力で議員活動に

邁進する所存です。 

今月は既に 2 月 23 日から平成 29 年度当初予算を議論・審議致します重要な定例議会が開会されて

おります。当議会より常任委員会も再編成され、私は文教厚生常任委員会に所属する事になり集中的に

教育委員会・福祉保健部・敦賀病院の当初予算を審議・審査させて頂いております。多数のご要望を頂

き、今年度取組みに力を入れておりました通学困難地域での新規スクールバス運行につきましては、現

在議会で審議させて頂いております平成 29 年度当初予算(教育委員会関係)の中で東浦地区・東郷地区

から角鹿中学校へのスクールバス運行に必要な予算として新規計上(約 600 万/年)されましたので中身

をしっかりと精査したいと存じます。今年度、議会での議論を通し行政側に通学困難区域から車で送り

迎えをしている保護者の苦労を強く訴えさせて頂き一定の理解を得たと存じます。これからも真摯に市

民の皆様方の声に耳を傾け市民方々の為の改善すべき点をしっかりと訴えて参ります。 

2月上旬には嶺南広域行政組合の行政視察で「京丹後鉄道」を訪れました。以前は第三セクターで北

近畿タンゴ鉄道という名前で運行されており大きな赤字路線であったが、2015 年 4 月より鉄道運行事

業を民間企業である WILLER TRAINS 株式会社が担うことにより民間の集客ノウハウが発揮され収

益改善がされた経緯を視察・勉強させて頂きました。特に民間ノウハウの中で沿線地域の人々や観光資

源を上手く融合させて様々な企画を実行されており、地域に愛される鉄道に改善された点は目を見張る

ものでした。今回の行政視察の主旨は嶺南地域にあり歴史的価値が点在する JR小浜線を 5年後の北陸

新幹線敦賀駅開業を見据え、嶺南地域の活性化に繋がるようなサービスの導入や事業形態にする必要性

を議論していく為のものです。今後とも小浜線発の敦賀市の議員として発展的な議論をして参ります。 

 

２．2月 12日市政報告レター発行について 

  政務活動費を使わせて頂き、会派で市政報告レターを発行させて頂き   

ました。今年度、力を入れて取り組んできました 5年後の北陸新幹線 

敦賀開業を見据えた中心市街地の活性化・敦賀駅～港までの回遊性の  

向上・越前国一宮である「氣比神宮」が国の名勝指定を受けての一体  

感のある積極的な周辺整備の必要性などの想いを書きました。 

敦賀市の歴史・伝統・文化・魅力が集積されている中心市街地をハー 

ド面・ソフト面で今投資しなければいつやるのだという強い思でありま 

す。平成 29年度の当初予算の中でも新幹線開業を見据えた中心市街地 

活性化の予算配分は充分でないと感じますので、今後も粘り強く必要性 

を訴えて参いりたいと存じます。また基礎自治体がしっかりと取組む 

必要があります公共インフラ整備(学校・道路・公共施設等・河川)に 

つきましても、老朽化や耐用年数が近づいてきているものが多く存在し  

ている中で、計画的に市民の生命と財産を守っていく安全な街づくりを 

進められる活動に邁進する思いを書かせて頂きました。次の世代に安心 

して住める敦賀を残せて行けるように活発な議論をして参ります。 

                                           以上 


